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　もうじき梅雨が明け、本格的に夏の暑さを感じることになる季節に突入しつつある今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょう
か。自分は現在本業の関係で日中は尾道よりも福山市、特に鞆の浦周辺にいることの方が多くなってきているのですが、最近現
地で借りている事務所に籠りきりで外出がほとんど無いお陰でご当地情報が全くと言っていいほど入ってきておりません。普段
からアンテナを高く張るというようなことも得意ではない為、これではいかんと思い社業やJCの合間を縫って色々調べようとし
てはいるのですがこれもなかなか捗らない。ひとまずは視野を広く持ち、梅雨も終わることだし実際に足を使って動いてみるこ
とから始めてみようと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （記事 ： 徳岡 万里）

新　入　会　員　紹　介

●学生時代に頑張ったこと
　学生時代はラグビーに打ち込み、チームの司令塔としてゲームリー
ダーを担当していました。試合の流れを読み、状況に応じた判断や的確な
指示を出すことで、チーム全体の力を引き出すことを意識してきました。
責任あるポジションの中で、判断力とリーダーシップを培いました。
●仕事で頑張っていること
　仕事では主に尾道高校ラグビー部の高校生の指導をしています。「学ぶことをやめたら、教
えることをやめなければならない」という言葉を胸に、自分自身もまだまだ成長していきたい
と思っています。また地域のラグビー普及発展活動として、小中学生にラグビーアカデミーを

実施しております。
●趣味・好きなこと
　好きなことはいろいろありますが、特に好きなのは、
運動やスポーツ、ボードゲーム、歴史散策などです。運動
はなんでも好きです。頭を使ったことが好きなのでボー
ドゲームを友達や家族とよくやっています。あとは日本
史や城が大好きです。日本史好きな人いたら話しかけて
ください。

会社名 一般社団法人ブレイブシップス 　会社住所 尾道市向島町5548-10　業種 教育

美
濃
田

　樹

み
の
だ

い
つ
き

●仕事で頑張っていること
　もっと気軽にお洒落を楽しんで欲しいという思いで美容師
をしています。たくさんの方の力になりたいので定休日を設
けず9時から22時まで毎日営業しています。いずれはトータ

ルコーディネートの提案が出来る
よう、今の店舗にて古着販売をし
ていきたいと思っています。
●趣味・好きなこと
　一番の趣味は読書で、主にミステリーや純文学を読んでいます。
　睡眠時間を削ってでも本を読みたいぐらいの読書家なのでお勧めがあれば是非教え
て頂きたいです。
　他にも、休みがあれば古着屋巡りや撮影をすることがあります。

会社名 Blue jay hair　会社住所 福山市今津町3-71 小林ビル103　業種 美容業
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も
と
た
に

ゆ
う
や

●学生時代に頑張ったこと
　尾道市子連のジュニアリーダーとして、ボランティアをして
いました。
　子どもたちに手遊びやキャンプの楽しさを伝えるとともに、
学校の枠を超えた交流の場づくりを目的として活動していま
した。
●仕事で頑張っていること

　新卒でテレビ局に勤務し、地域の方々の日常が少しでも楽し
くなるような情報発信に携わってきました。現在はフリーアナウンサーとして、イベントなどを通

じて街の賑わいづくりに貢献できるよう努めています。
　また、家業においては英国の宝石鑑別士とダイヤモンドのグレーディング
資格を取得し、お客様により良い商品を提供できるよう取り組んでいます。
　この資格を三代にわたって取得している店舗は国内でも数少なく、宝石と
いう世代を超えて受け継がれる大切な財産を扱う者として、長く信頼していた
だける存在でありたいと考えています。
●趣味
　日本舞踊（坂東流）を学んでおり、坂東香音啓という名で踊っています。
　夏には「藤娘」の演目で舞台に立つ予定なので日々お稽古に励んでいます。

会社名 有限会社モリシタ 　会社住所 尾道市土堂1-4-16　業種 小売業（宝石・時計）

森
下

　由香

も
り
し
た

ゆ
か
り

　
『
1
5
2
6
0
戸
』
。
こ
れ
が
尾
道
市
の
空
き
家
の
件
数

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
数
字
を
見
て
何
を
感
じ
る
で
し
ょ

う
か
。
尾
道
市
の
空
き
家
率
は
、
全
国
の
中
央
値
と
比
べ
て
約
4
倍
に
上
り
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
近
所
で
人
の
気
配
が
な
く
な
っ
た
家
が
少
し
ず
つ
増

え
て
き
た
と
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
災
害
時
に
は
倒
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
野
生
動
物
の
す
み
か
と
な
る
な
ど
、
衛
生
面
で
も
周
辺
の
生
活
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
、
増
え
続
け
る
空
き
家
を
目
に

し
て
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
「
こ
う
し
た
問
題
は
行
政
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
ど
こ
か
他
人
事
と
し
て
考
え

て
い
た
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。
今
例
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
尾
道
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事

の
豊
田
雅
子
先
生
、
そ
し
て
、
高
松
市
の
商
店
街
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
高
松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
の
古
川

康
造
先
生
の
お
二
人
に
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
豊

田
先
生
か
ら
は
、
「
空
き
家
は
発
想
を
変
え
れ
ば
、

尾
道
の
資
源
で
あ
り
宝
と
な
る
」
と
い
う
新
た
な
視

点
を
、
古
川
先
生
か
ら
は
、
よ
り
広
い
視
野
で
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
、
そ
し
て
「
時
勢
を
読

み
行
動
す
る
大
切
さ
」
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
会
を
通
じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
将

来
自
分
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
住
み
た
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、

人
任
せ
に
せ
ず
自
分
た
ち
も
考
え
る
。
「
ど
う
し
よ

う
」
で
は
な
く
、
「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う

発
想
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
よ
り

良
い
尾
道
を
築
き
、
自
分
た
ち
よ
り
も
若
い
世
代
へ

今
以
上
の
環
境
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
、
身

近
な
地
域
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
一
人
ひ
と
り

が
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ

た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
未
来
創
造
委
員
会 

幹
事
　
森
下 

由
香
）

　
6
月
11
日
～
14
日
に
「
2
0
2
6 

J
C
I 

A
S
P
A
C 

新
潟
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
、

理
事
長
・
専
務
理
事
を
含
む
事

務
局
メ
ン
バ
ー
、
V
C
と
し
て

出
向
し
て
い
る
狩
野
聡
汰
君
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
か
ら
約
８
０
０
０
名

が
集
い
、
「Be the Change - 

For a Brighter Future

」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
各
種
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
会
議
を
通
じ
て
国
境
を

越
え
た
交
流
と
地
域
課
題
に
関
す
る

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
国
ナ
イ
ト
や
ジ
ャ
パ
ン

ナ
イ
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

や
地
域
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
、
世
界

各
国
の
J
C
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
本
大
会
で
得
た
学
び
を

尾
道
J
C
の
運
動
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）
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月 
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会

6 

月 

例 

会

A
S
P
A
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 N
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A
S
P
A
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in
 N
iigata



　６月２４日（水）に第2回異業種交流会をSIMA salonにて開催いたしました。
　当日はあいにくの雨模様となりましたが、尾道市内外からさまざまな業種の皆さまにご参加いただ
き、少人数ならではの距離感の近い交流の場となりました。
　交流会では、事務局長の進行のもと、参加者に自己紹介をしていただきました。それぞれの仕事や活
動に対する想いが語られ、参加者同士がお互いを深く知る貴重な機会となりました。
　また、名刺交換や歓談の時間には活発な意見交換が行われ、新たな出会いやビジネスの可能性につ
ながる交流が生まれていました。
　異なる業種や立場の方々が一堂に会し、気軽に語り合うことで、新たな視点や発見が生まれることを
改めて実感いたしました。こうした人と人とのつながりを創出し、地域の活力につなげていくことは、尾
道青年会議所の大切な役割の一つであると考えております。
　ご参加いただいた皆さま、ご協力いただいたJCメンバーの皆さま、誠にありがとうございました。
今後も尾道青年会議所は、地域を支える仲間との出会いを大切にしながら、人とまちをつなぐ活動を続
けてまいります。志を同じくする多くの皆さまとの出会いを、心よりお待ちしております。

 （記事 : セクレタリー　梅本 佳克）

　本年度の会員拡大活動においては、20名の拡大目標を掲げて取り組んでまいりました。その結果、
現時点で１１名の仮入会員をお迎えすることができ、多くの皆さまからのご理解とご協力に心より感謝
申し上げます。
　来年には創立70周年という大きな節目を迎えます。これまで受け継がれてきた歴史と伝統を礎に、

さらなる地域の発展に貢献していくためにも、私たちは志を同じくする仲間との出会
いを大切にし、一人でも多くの新たな仲間を迎え入れたいと考えております。
　目標達成に向けて残された期間も全力で活動に取り組んでまいりますので、引き
続きご支援とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

 （記事 : セクレタリー　梅本 佳克）

拡大中間報告拡大中間報告

異業種交流会業 交 会異業種交流会業 交 会
　

6
月
28
日
（
日
）
、
大
竹
市
に
て
「
2
0
2
6
年
度

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
in
大
竹
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
新
入
会
員
や
現
役
会

員
を
は
じ
め
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
学
び
と

交
流
を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
理
念
理
解
講
義
で
は
、
入
会
3
年
目
以
上

と
３
年
目
未
満
で
分
か
れ
青
年
会
議
所
運
動
の
目
的
や

理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
と
し

て
の
責
任
や
使
命
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
大
竹
駅
周
辺
を
舞
台
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
。
「
商
業
ゾ
ー
ン
の
実

態
」
「
用
途
地
域
の
境
界
」
「
生
活
者
目

線
の
調
査
」
「
ま
ち
の
課
題
発
見
」
の
4

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、
地

域
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
は
チ
ー
ム
ご
と
に
議
案

書
を
作
成
し
、
調
査
を
通
じ
て
得
た
気
づ

き
や
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
県
内
12
Ｌ
O
M
の
メ
ン
バ
ー
が
混
成
チ
ー
ム
と
な
っ
て
活
動
し
た

こ
と
で
、
普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
仲
間
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、

互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
16
チ
ー
ム
あ
る
中
で
中
島
理
事
長
率
い
る
チ
ー
ム
「
も

う
倒
れ
な
い
で
ね
」
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。
予

算
・
対
象
年
齢
が
限
定
さ
れ
て
い
る
中
、
素
晴
ら
し
い
議
案

書
で
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
L
O
M
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
が
さ
ら
に
広

が
り
、
多
く
の
仲
間
と
の
絆
を
育
む
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
事
業
を
主
管
さ
れ
た
大
竹
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
設
営
・
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
得
た
経
験

と
学
び
を
今
後
の
J
C
活
動
に
活
か
し
、
地
域
の
発
展
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　
6
月
27
日
（
土
）
、
尾
道
の
伝
統
行
事
「
祇
園

祭
・
三
体
廻
し
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ

巴
・
二
つ
巴
・
三
つ
巴
の
三
体
の
神
輿
が
ま
ち
を

練
り
歩
き
、
渡
し
場
で
は
迫
力
あ
る
三
体
廻
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
尾
道
青
年
会
議
所
は
、
神
輿
の
担
ぎ
手

と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
と
と
も
に
、
来
場
者
の

皆
様
が
安
全
に
観
覧
で
き

る
よ
う
会
場
警
備
を
担
当

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
祭
り
の
熱
気
や

一
体
感
を
味
わ
い
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
長
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
、
ま

ち
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
祭
り
や
文
化
を

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
積
極
的
に
参

画
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
活

性
化
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。（

記
事
：
社
会
開
発
委
員
会 

委
員
長
　
塚
本 

善
昭
）

広島ブロック
アカデミー

祇
園
祭
・
三
体
廻
し



　６月２４日（水）に第2回異業種交流会をSIMA salonにて開催いたしました。
　当日はあいにくの雨模様となりましたが、尾道市内外からさまざまな業種の皆さまにご参加いただ
き、少人数ならではの距離感の近い交流の場となりました。
　交流会では、事務局長の進行のもと、参加者に自己紹介をしていただきました。それぞれの仕事や活
動に対する想いが語られ、参加者同士がお互いを深く知る貴重な機会となりました。
　また、名刺交換や歓談の時間には活発な意見交換が行われ、新たな出会いやビジネスの可能性につ
ながる交流が生まれていました。
　異なる業種や立場の方々が一堂に会し、気軽に語り合うことで、新たな視点や発見が生まれることを
改めて実感いたしました。こうした人と人とのつながりを創出し、地域の活力につなげていくことは、尾
道青年会議所の大切な役割の一つであると考えております。
　ご参加いただいた皆さま、ご協力いただいたJCメンバーの皆さま、誠にありがとうございました。
今後も尾道青年会議所は、地域を支える仲間との出会いを大切にしながら、人とまちをつなぐ活動を続
けてまいります。志を同じくする多くの皆さまとの出会いを、心よりお待ちしております。

 （記事 : セクレタリー　梅本 佳克）

　本年度の会員拡大活動においては、20名の拡大目標を掲げて取り組んでまいりました。その結果、
現時点で１１名の仮入会員をお迎えすることができ、多くの皆さまからのご理解とご協力に心より感謝
申し上げます。
　来年には創立70周年という大きな節目を迎えます。これまで受け継がれてきた歴史と伝統を礎に、

さらなる地域の発展に貢献していくためにも、私たちは志を同じくする仲間との出会
いを大切にし、一人でも多くの新たな仲間を迎え入れたいと考えております。
　目標達成に向けて残された期間も全力で活動に取り組んでまいりますので、引き
続きご支援とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

 （記事 : セクレタリー　梅本 佳克）

拡大中間報告拡大中間報告

異業種交流会業 交 会異業種交流会業 交 会
　

6
月
28
日
（
日
）
、
大
竹
市
に
て
「
2
0
2
6
年
度

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
in
大
竹
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
新
入
会
員
や
現
役
会

員
を
は
じ
め
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
学
び
と

交
流
を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
理
念
理
解
講
義
で
は
、
入
会
3
年
目
以
上

と
３
年
目
未
満
で
分
か
れ
青
年
会
議
所
運
動
の
目
的
や

理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
と
し

て
の
責
任
や
使
命
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
大
竹
駅
周
辺
を
舞
台
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
。
「
商
業
ゾ
ー
ン
の
実

態
」
「
用
途
地
域
の
境
界
」
「
生
活
者
目

線
の
調
査
」
「
ま
ち
の
課
題
発
見
」
の
4

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、
地

域
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
は
チ
ー
ム
ご
と
に
議
案

書
を
作
成
し
、
調
査
を
通
じ
て
得
た
気
づ

き
や
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
県
内
12
Ｌ
O
M
の
メ
ン
バ
ー
が
混
成
チ
ー
ム
と
な
っ
て
活
動
し
た

こ
と
で
、
普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
仲
間
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、

互
い
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
16
チ
ー
ム
あ
る
中
で
中
島
理
事
長
率
い
る
チ
ー
ム
「
も

う
倒
れ
な
い
で
ね
」
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。
予

算
・
対
象
年
齢
が
限
定
さ
れ
て
い
る
中
、
素
晴
ら
し
い
議
案

書
で
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
L
O
M
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
が
さ
ら
に
広

が
り
、
多
く
の
仲
間
と
の
絆
を
育
む
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
事
業
を
主
管
さ
れ
た
大
竹
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
設
営
・
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
得
た
経
験

と
学
び
を
今
後
の
J
C
活
動
に
活
か
し
、
地
域
の
発
展
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　
6
月
27
日
（
土
）
、
尾
道
の
伝
統
行
事
「
祇
園

祭
・
三
体
廻
し
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ

巴
・
二
つ
巴
・
三
つ
巴
の
三
体
の
神
輿
が
ま
ち
を

練
り
歩
き
、
渡
し
場
で
は
迫
力
あ
る
三
体
廻
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
尾
道
青
年
会
議
所
は
、
神
輿
の
担
ぎ
手

と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
と
と
も
に
、
来
場
者
の

皆
様
が
安
全
に
観
覧
で
き

る
よ
う
会
場
警
備
を
担
当

し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
祭
り
の
熱
気
や

一
体
感
を
味
わ
い
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
長
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
、
ま

ち
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る
祭
り
や
文
化
を

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
積
極
的
に
参

画
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
活

性
化
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。（

記
事
：
社
会
開
発
委
員
会 

委
員
長
　
塚
本 

善
昭
）

広島ブロック
アカデミー

祇
園
祭
・
三
体
廻
し
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　もうじき梅雨が明け、本格的に夏の暑さを感じることになる季節に突入しつつある今日この頃、皆様いかがお過ごしでしょう
か。自分は現在本業の関係で日中は尾道よりも福山市、特に鞆の浦周辺にいることの方が多くなってきているのですが、最近現
地で借りている事務所に籠りきりで外出がほとんど無いお陰でご当地情報が全くと言っていいほど入ってきておりません。普段
からアンテナを高く張るというようなことも得意ではない為、これではいかんと思い社業やJCの合間を縫って色々調べようとし
てはいるのですがこれもなかなか捗らない。ひとまずは視野を広く持ち、梅雨も終わることだし実際に足を使って動いてみるこ
とから始めてみようと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （記事 ： 徳岡 万里）

新　入　会　員　紹　介

●学生時代に頑張ったこと
　学生時代はラグビーに打ち込み、チームの司令塔としてゲームリー
ダーを担当していました。試合の流れを読み、状況に応じた判断や的確な
指示を出すことで、チーム全体の力を引き出すことを意識してきました。
責任あるポジションの中で、判断力とリーダーシップを培いました。
●仕事で頑張っていること
　仕事では主に尾道高校ラグビー部の高校生の指導をしています。「学ぶことをやめたら、教
えることをやめなければならない」という言葉を胸に、自分自身もまだまだ成長していきたい
と思っています。また地域のラグビー普及発展活動として、小中学生にラグビーアカデミーを

実施しております。
●趣味・好きなこと
　好きなことはいろいろありますが、特に好きなのは、
運動やスポーツ、ボードゲーム、歴史散策などです。運動
はなんでも好きです。頭を使ったことが好きなのでボー
ドゲームを友達や家族とよくやっています。あとは日本
史や城が大好きです。日本史好きな人いたら話しかけて
ください。

会社名 一般社団法人ブレイブシップス 　会社住所 尾道市向島町5548-10　業種 教育

美
濃
田

　樹

み
の
だ

い
つ
き

●仕事で頑張っていること
　もっと気軽にお洒落を楽しんで欲しいという思いで美容師
をしています。たくさんの方の力になりたいので定休日を設
けず9時から22時まで毎日営業しています。いずれはトータ

ルコーディネートの提案が出来る
よう、今の店舗にて古着販売をし
ていきたいと思っています。
●趣味・好きなこと
　一番の趣味は読書で、主にミステリーや純文学を読んでいます。
　睡眠時間を削ってでも本を読みたいぐらいの読書家なのでお勧めがあれば是非教え
て頂きたいです。
　他にも、休みがあれば古着屋巡りや撮影をすることがあります。

会社名 Blue jay hair　会社住所 福山市今津町3-71 小林ビル103　業種 美容業

本
谷

　祐也

も
と
た
に

ゆ
う
や

●学生時代に頑張ったこと
　尾道市子連のジュニアリーダーとして、ボランティアをして
いました。
　子どもたちに手遊びやキャンプの楽しさを伝えるとともに、
学校の枠を超えた交流の場づくりを目的として活動していま
した。
●仕事で頑張っていること

　新卒でテレビ局に勤務し、地域の方々の日常が少しでも楽し
くなるような情報発信に携わってきました。現在はフリーアナウンサーとして、イベントなどを通

じて街の賑わいづくりに貢献できるよう努めています。
　また、家業においては英国の宝石鑑別士とダイヤモンドのグレーディング
資格を取得し、お客様により良い商品を提供できるよう取り組んでいます。
　この資格を三代にわたって取得している店舗は国内でも数少なく、宝石と
いう世代を超えて受け継がれる大切な財産を扱う者として、長く信頼していた
だける存在でありたいと考えています。
●趣味
　日本舞踊（坂東流）を学んでおり、坂東香音啓という名で踊っています。
　夏には「藤娘」の演目で舞台に立つ予定なので日々お稽古に励んでいます。

会社名 有限会社モリシタ 　会社住所 尾道市土堂1-4-16　業種 小売業（宝石・時計）

森
下

　由香

も
り
し
た

ゆ
か
り

　
『
1
5
2
6
0
戸
』
。
こ
れ
が
尾
道
市
の
空
き
家
の
件
数

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
数
字
を
見
て
何
を
感
じ
る
で
し
ょ

う
か
。
尾
道
市
の
空
き
家
率
は
、
全
国
の
中
央
値
と
比
べ
て
約
4
倍
に
上
り
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
近
所
で
人
の
気
配
が
な
く
な
っ
た
家
が
少
し
ず
つ
増

え
て
き
た
と
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
災
害
時
に
は
倒
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
野
生
動
物
の
す
み
か
と
な
る
な
ど
、
衛
生
面
で
も
周
辺
の
生
活
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
、
増
え
続
け
る
空
き
家
を
目
に

し
て
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
「
こ
う
し
た
問
題
は
行
政
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
ど
こ
か
他
人
事
と
し
て
考
え

て
い
た
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。
今
例
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
尾
道
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事

の
豊
田
雅
子
先
生
、
そ
し
て
、
高
松
市
の
商
店
街
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
高
松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
の
古
川

康
造
先
生
の
お
二
人
に
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
豊

田
先
生
か
ら
は
、
「
空
き
家
は
発
想
を
変
え
れ
ば
、

尾
道
の
資
源
で
あ
り
宝
と
な
る
」
と
い
う
新
た
な
視

点
を
、
古
川
先
生
か
ら
は
、
よ
り
広
い
視
野
で
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
、
そ
し
て
「
時
勢
を
読

み
行
動
す
る
大
切
さ
」
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
会
を
通
じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
将

来
自
分
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
住
み
た
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、

人
任
せ
に
せ
ず
自
分
た
ち
も
考
え
る
。
「
ど
う
し
よ

う
」
で
は
な
く
、
「
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
い
う

発
想
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
よ
り

良
い
尾
道
を
築
き
、
自
分
た
ち
よ
り
も
若
い
世
代
へ

今
以
上
の
環
境
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
、
身

近
な
地
域
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
一
人
ひ
と
り

が
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ

た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
未
来
創
造
委
員
会 

幹
事
　
森
下 

由
香
）

　
6
月
11
日
～
14
日
に
「
2
0
2
6 

J
C
I 

A
S
P
A
C 

新
潟
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
、

理
事
長
・
専
務
理
事
を
含
む
事

務
局
メ
ン
バ
ー
、
V
C
と
し
て

出
向
し
て
い
る
狩
野
聡
汰
君
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
か
ら
約
８
０
０
０
名

が
集
い
、
「Be the Change - 

For a Brighter Future

」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
各
種
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
会
議
を
通
じ
て
国
境
を

越
え
た
交
流
と
地
域
課
題
に
関
す
る

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
国
ナ
イ
ト
や
ジ
ャ
パ
ン

ナ
イ
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

や
地
域
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
、
世
界

各
国
の
J
C
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
本
大
会
で
得
た
学
び
を

尾
道
J
C
の
運
動
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

6 

月 

例 

会

6 

月 

例 

会

A
S
P
A
C

in
 N
iigata

A
S
P
A
C

in
 N
iigata


